













 春霞たつを見すてて行く雁は花なき里に住みやならへる （ 『古今集』巻一・
31・春歌上）





































語として描かれおり、伊勢の和歌をもとに、その人物像や展開を作り出していると見られ 。こ 物語は、自分の所へ通っていた藤原仲平が大臣の娘 婿取られた とに傷つき、仕えていた大御息所 温子のもとから退いて、父である藤原継蔭の邸へ身を寄せるところから始まる。その１番歌は、男からの 。 「人住まず荒れた やどを来てみれば今ぞ木の葉は錦織りけ 」 （詞書は省略） 、以前あなたがいたところを訪ねてみるとちょうど木の葉は錦を織りなすように紅葉していた 、その 事さを たえる。２番歌は男の歌に心動かされた女の返 。 「涙さへ時雨にそひてふるさとは紅葉 色も濃さぞまされる」 、涙までもが時雨とともに降る私の ころでは、そちらよりも色濃く紅葉していますと 深い悲しみを訴えている
（４）
。間もなく、女は男の訪れはもうないもの



















 和に三月ばかりありけるに―１ ・ ２番歌の左注に「九月ばかりのことなり」とあ 、 男との関係に悲観した女（伊勢）が、 「ありし大和にしばしあらむと思ひて」 （３番詞書）歌を送り、旅
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第三」 ）で 仙人とな た陽勝が翼を得て空を飛び、それを恩信という僧が見たと記している。龍門寺は、仙人がおり空を飛んでいるところ ある 考えられ いたことが分かる。
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一」 （ 『扶桑略記』 ）と宇多上
皇は龍門の滝に感じ入ったとある。
橋





 と暗うなりぬ……―空が暗くなってきた で、供の者と雨が降りそうだと話していると、寺僧が雪が降るぞ言う そうすると大雪になって目 前が暗くなるほどであった。そして興趣をかき立てられたのであろう、皆で歌を詠もうというこ になった。
この詣でたる人―伊勢のこと。裁





















































































 姫―『能因歌枕』には、 「山姫とは神を ふ。……秋を染むる神をいふ」とあり、秋の草木を染める女神と考えられていた。その例には、
　　　　
題しらず























































 とある。奏舞の模様を描写しており、 「山媛」ここでは妓女が唱い舞うとある。和歌に詠む、 裁縫に携わ 「山姫」 異なっており、繫がりは想定できない。
布































































































































 とある。神泉苑での紅葉賀における仲忠・涼の演奏に感応して、天人が降下する場面 ある。これらによれば、激しい降雪・積雪を「布」の比喩とする表現を伊勢が用いたと考えてよ 。ただ、右の和歌において比喩となった「幣」 「木綿」は神事に用いるものであり、 『うつほ物語』では奇瑞を描くために用いており、特別な用法だったのだろう。
こ












ると、痛みを訴える声が聞こえた。椅の下を見ると、未完のまま放置された仏像が部材として用いられていたのである。そこで広達は仏像を完成させて、 「吉野郡越部村之岡堂」に安置したという（ 『日本霊異記』中巻 ・ 第二十六） 。広達は『続日本紀』宝亀三（七七二）年三月六日条 十禅師の一人に数えられているので、 「越部」の名は古くからあったようである。
か
 の御寺 あはれなりしを―「かの御寺」は、龍門寺。 「あはれなりしを」は、先に７番歌の詞書に、 「いと悲しうもののみはれにおぼえて、涙は滝に劣らず」と記しており 特異な景観を眺めて抱いた思いを持ちつづけていたのである。
見
 もはてず―この寺を見尽くすこ もなく。神仙世界と映るこの地を理解することもなくと解するべきであろう。伊勢が仙界を求めて龍門寺にやって来たかどうか 分からないが、衝撃を受けて心引かれながらも、俗世へ戻らねばならないことを言うようである。
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先学が指摘しておられる。龍門寺からもどってくる途次の悲歎を表現するあたりも、物語らしい趣を盛り込んでいると言えよう。俗界を厭う思いを抱えて神仙境と思しき地を訪れ、心打たれたものの、このことが何かを生み出すのでもなく、ふたたび現実の暮らしに後戻りするつらさを写し出すところは、い に 創作された印象がある。それではこのあたりはどのような手法によって描き出したので ろうか。この点 検討しておきた 。　
仙界を訪れ、そして現世へ帰還する説話はさまざまある。たと
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尽くさず登仙もできずに、現世へ戻ったことを嘆 てい ところからすると、 『伊勢集』の７ ・ ８番歌と詞書は、大枠として仙界訪問とそこからの帰還を内容とすると捉えるこ ができる。このような話型を取り入れるについて 右に挙げた同類の説話を踏まえているのではあるまいか。もとより知識人には周知の内容で
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 飛鳥池遺跡北地区のＳＤ一一三〇溝から出土した木簡（奈良国立文化財研究所編『飛鳥藤原京木簡一―飛鳥池・山田寺木簡――』 ） 。また釈文はこの書による。
（８）
 注（７）に挙げた同書では、ＳＤ一一三〇溝から出土した木簡の年代は、 「基本的に天武五～七年を含む数年間に収まるとみられる」 （総説 と言われ （ 「天武五年」は六七六年） 。また、伊藤敬太郎・竹内亮「飛鳥池遺跡出土の寺名木簡について」 （ 「南都佛教」第七十九号）も参照。
（９）






























 『続浦嶋子伝 には、 「承平二年壬辰四月廿二日甲戌、於
二
勘解由曹局
一
注之。坂上家高明耳」とあり（ 「承平二年」は
九三二年） 、その成立は伊勢の時代よりはやや下る頃であるが、この記と同類の説話はすでに存在していたと想定してよいのではないだろうか。
